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議 案

議案　1　 市販製剤品質比較試験法 の基準 の 作成

山 口大学医学部附属病院　神代 昭

（提案理 由）

　良質 の 医薬品を選定 して医療の場 に供給す る責務を持

つ 病院薬剤師に とっ て，市販製剤 の 品質比較は 重要な業

務で あ り， す で に多 くの 品質比較試験が各施設 で 行われ

て い る。こ こ に得られた結果は次々 と雑誌また は 学会 に

公表されつ つ あり，今後も活発 に 継続 され る と 思 わ れ

る．

　こ れ らの 成果が客観性の 高い 権威ある評価 として，病

院薬剤師は も と よ り閼係領域か ら も広く認識される こ と

は 極め て望ま しい と考え，こ こ に 品質比較 試 験 に 当っ

て ， よ りどこ ろ とす る 試験法の 基準の 作成 を 提案す る．

へ

議案 2 剤 形 分 類 の 検 討

日本赤十字社医療 セ ン タ ー　真田　幸良

（提案理由）

　処方調剤の 剤形構成比の 実態に つ い て ，1981 年度第4

小委員会 （委員長　町 島啓） よ り発 表 され た が ， 新た に

イ ン シ ュリン 注射剤が 全処方の 0，4 ％を占め るよ うに な

り，加え て，現在の 剤形区分で は 分類 し難い サ ス タ ジ ェ

ン，エ レ ソ タ ール ，特殊 ミル ク，イ γ タ ール お よび 器 具

などの 処方投与が今後多 くな る と予想して い る．

　従 っ て ，こ れらを今後どの よ うな剤形と して 分類す る

か を 規定す る 必 要があ る と 考え られ るの で 提案した 次第

で ある．

〈資　料〉

　現在の 剤形区分で は分類 し難 い 例．

　1．　 イ ン シ ュ リ ン 注射器

　ガ ラ ス 製 （ツ ベ ル ク リ ソ 用 1m1の もの ）と，滅菌消毒

されて 袋に 入 っ て お り，使い捨て がで きる プ ラ ス チ ッ ク

製 （プ ラ ス チ バ
ッ ク ）とがあ る．

　プ ラ ス チ バ
ッ ク に は 1ml　40 単位用 （赤色 ， 目盛 りも

赤色）と 1m1100 単位用 （オ レ ソ ジ 色，黒い 目盛 り）の

二 種類が あ る．前者は 7 本入 り，後者は 1 本入 りで ある．

　2．　 イ ン タ ール 使用 の 場合の 器具

　 イ ソ タ
ール は 1 カ プ セ ル 中に ， 微細粉末とした ク ロ モ

グ リク 酸ナ ト リ ウ ム を 20mg 含有 し，2 号 カ プ セ ル に 入

っ た 黄色透 明／無色 透 明 の カ プ セ ル 剤で あ る．

　気管支喘息の 場合 に は，ス ピ ソ ヘ ラ
ーを 用い て 吸 入 す

る．ア レ ル ギ・一性鼻炎の 場合に は 鼻用 噴霧器 （ネ ーザ ル

イ ン サ フ レ ー
タ
ー

）を 用い て 両鼻腔内に交互に 噴霧吸入

する．

　3．　イ ソ タ
ール 点鼻液使用の 場 合 の 器 具

　イ ソ タ
ール 点鼻液 は 1容器中 に ク ロ モ グ リク 酸ナ ト リ

ゥ ム の 2％水溶液を 9．5m1 含有 して い るが ， ア レ ル ギー

性鼻炎 の 場合 に 専用 の 鼻用定量噴霧器 （マ イ ク ロ フ レ ー

タ ー
） を用 い て噴霧吸入 す る．

　4． 経腸栄養剤

　た とえば 「エ レ γ タ ール 」 は ， ほ とん ど消化を必要 と

しない 成 分 で 構成 され た完全栄養組成物で ある．高 ヵ ロ

リー投与できる成分栄養また は エ レ メ ン タ ル ダィ エ
ッ ト

（ED ） とい う概念か ら開発された 白色 の 粉末 で ， わ ずか

に 特有の に お い と味が ある．

　通常，80g を 300mI とな る よ うな割合で常水また は 微

温湯 に溶か して 十 二 指腸ある い は 空腸内に 24時間 持続的

に注入 す る．

　現在市販 され て い る経腸栄養剤 では，薬品扱い に な っ

て い る の が 二 品で あ り， 他 の 三 品は 食品扱い に な っ てい
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